
２
０
２
１
年
10
月
に
岸
田
政
権
が
発
足
し
、
成
長

の
第
１
の
柱
と
し
て
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
銘
打
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
そ
の
中
で
一
番
大
き

な
要
諦
は
人
へ
の
投
資
で
あ
る
。
特
に
、
未
来
の
教

育
を
含
め
て
文
理
融
合
し
様
々
な
力
を
結
集
す
る
と

し
て
い
る
。
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
「
総
合
知
」
で

あ
る
。「
総
合
知
」
は
見
慣
れ
な
い
言
葉
だ
が
、
個

人
の
「
総
合
知
」
な
の
か
、
チ
ー
ム
に
よ
る
「
総
合

知
」
な
の
か
、
様
々
で
あ
ろ
う
が
、
文
・
理
を
超
え

た
知
を
集
め
る
と
い
う
こ
と
と
理
解
し
て
い
る
。
以

下
、「
総
合
知
」
が
必
要
と
さ
れ
る
背
景
と
、
２
０

２
２
年
３
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
「『
総
合
知
』
の
基

本
的
考
え
方
お
よ
び
戦
略
的
に
推
進
す
る
方
策

中

間
と
り
ま
と
め
」（
以
下
、
中
間
と
り
ま
と
め
）に
つ

い
て
解
説
し
た
い
。

背
景

科
学
技
術
基
本
法
は
、
２
０
２
０
年
に
25
年
ぶ
り

に
実
質
的
な
改
正
が
行
わ
れ
、
２
０
２
１
年
４
月
か

ら
施
行
さ
れ
た
。
法
律
名
を
「
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
基
本
法
」
に
改
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
対

象
に
「
人
文
科
学
の
み
に
係
る
科
学
技
術
」
や
「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
」
の
概
念
を
追
加
し
、
人
文
・

社
会
科
学
の
み
に
係
る
も
の
も
法
の
対
象
と
さ
れ
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
知
見
を
総
合
的
に
活
用
し
社
会
課

題
に
対
応
し
て
い
く
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
が
、

人
文
・
社
会
科
学
と
自
然
科
学
を
含
む
あ
ら
ゆ
る

「
知
」
の
融
合
に
よ
る
「
総
合
知
」
に
よ
り
、
人
間

や
社
会
の
総
合
的
理
解
と
課
題
解
決
に
資
す
る
政
策

と
な
る
こ
と
の
必
要
性
と
、
そ
の
方
向
性
を
指
し
た

も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
我
が
国
は
、
気
候
変
動
な
ど
の
地
球
規
模

課
題
へ
の
対
応
や
、強き

ょ
う

靭じ
ん

で
安
全
・
安
心
な
社
会
の

構
築
な
ど
の
問
題
、
少
子
高
齢
化
問
題
、
都
市
の
過

密
と
地
方
の
過
疎
の
問
題
、
食
料
な
ど
の
資
源
問
題

と
い
っ
た
多
岐
に
わ
た
る
社
会
課
題
を
抱
え
て
お
り
、

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
自
然
科
学
の
み

な
ら
ず
人
文
・
社
会
科
学
も
含
め
た
多
様
な
「
知
」

の
創
造
と
、「
総
合
知
」
に
よ
る
現
存
の
社
会
全
体

の
再
設
計
、
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
を
担
う
人
材
育
成

が
避
け
て
は
通
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
第
₆
期
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本

計
画
で
は
、「
総
合
知
」
に
関
し
て
、
基
本
的
な
考

え
方
や
、
戦
略
的
に
推
進
す
る
方
策
に
つ
い
て
２
０

２
１
年
度
中
に
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
会
議
有
識
者
議
員
懇
談
会
に
て
、「
総
合
知
」
の

基
本
的
考
え
と
推
進
方
策
に
関
し
て
２
０
２
１
年
₇

月
よ
り
検
討
を
進
め
、
そ
の
結
果
を
２
０
２
２
年
３

月
に
中
間
と
り
ま
と
め
と
し
て
ま
と
め
た
。

中
間
と
り
ま
と
め
に
つ
い
て

有
識
者
議
員
懇
談
会
で
、
ま
ず
議
論
さ
れ
た
の
は
、

「
総
合
知
」と
は

│
そ
の
背
景
︑
基
本
的
考
え
方
お
よ
び
推
進
方
策
に
つ
い
て

内
閣
府
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
務
局
長

松まつお
尾
泰ひろき
樹
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な
ぜ
、
い
ま
「
総
合
知
」
の
検
討
が
必
要
か
、
と
い

う
点
で
あ
る
。
中
間
と
り
ま
と
め
で
は
、
研
究
や
技

術
開
発
の
目
的
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
多
様
な
幸

せ（w
ell-being

）を
重
視
す
る
意
識
が
萌ほ

う

芽が

し
つ
つ

あ
り
、w

ell-being

を
研
究
や
技
術
開
発
の
目
的
と

し
て
重
視
す
る
こ
と
は
、
近
い
将
来
、
当
然
の
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
中
で
、
我
が
国
の
科
学
技
術
や
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
、
世
界
に
伍ご

し
て
い
く
た
め
に
は
、「
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
科
学
技
術
に
関
す
る
知
見
を
総
合
的
に

活
用
し
て
社
会
の
諸
課
題
へ
の
的
確
な
対
応
を
図

る
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
、「
総
合
知
」
の
活
用
を
推

進
し
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
議
論
を
背
景
に
、
中
間
と
り
ま
と
め

で
は
、
総
合
知
の
基
本
的
考
え
方
を
、
総
合
知
と
は
、

「
多
様
な
『
知
』
が
集
い
、
新
た
な
価
値
を
創
出
す

る
『
知
の
活
力
』
を
生
む
こ
と
」
と
し
た
。
多
様
な

「
知
」
が
集
う
と
は
、
属
す
る
組
織
の
矩の

り

を
こ
え
、

専
門
領
域
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
多
様
な
知
が
集
う

こ
と
、
新
た
な
価
値
を
創
出
す
る
と
は
、
安
全
・
安

心
の
確
保
とw

ell-being

の
最
大
化
に
向
け
た
未
来

像
を
描
く
だ
け
で
な
く
、
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
成
果
の
社
会
実
装
に
向
け
た
具
体
的
な
手
段

も
見
い
だ
し
、
社
会
の
変
革
を
も
た
ら
す
こ
と
と
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
「
総
合
知
」
の
活

用
に
よ
り
、
持
続
可
能
性
やw

ell-being

に
真
正
面

か
ら
向
き
合
い
、
新
た
な
価
値
を
創
出
し
て
科
学
技

術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
成
果
の
社
会
実
装
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
我
が
国
の
成
長
の
源
泉
に
も
な
る
と

も
指
摘
し
て
い
る
。

社会への情報発信
♦総合知キャラバン（＊2）♦総合知ポータルサイト（＊3）

10年後

「総合知」の社会への浸透を踏まえて、段階的に方策を推進
●総合知の活用事例とともに、基本的考え方を社会に発信
●総合知を活用する「場」の増加を促進
●「場」を通じて、人材を育成。人材活用につながる評価手法を構築
●人材の登用により、社会の幅広い領域で、さらなる「場」を構築

関係各省や地域のプロジェクトへ展開
進捗・
効果
検証

進捗・
効果
検証

♦総合知キャラバン ♦総合知ポータルサイト
♦「総合知 アワード」（検討）

研究DX基盤の機能拡充

国や自治体のイノベ支援策制度改善

研究開発PJマネジメント柔軟性向上（検討）

総合知の活用経験を「知」として構造化し、
その過程で人材育成も促進（寄付講座の活用等）

人材登用

論文、研究・技術開発成果発表での評価の枠組み作り

科学技術・イノベーションが直面する
課題に通ずる人文・社会科学系人材の輩出

♦地域・社会課題解決／新領域創出への評価
♦産業界での積極登用

3～5年後

我
が
国
の
科
学
技
術
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
携
わ
る
人
材
は
、

人
文
社
会
・
自
然
科
学
／
ア
カ
デ
ミ
ア
・
産
業
界
を
問
わ
ず

誰
も
が
意
識
せ
ず
に
「
総
合
知
」
を
活
用
す
る
社
会
に

ワークショップ
全国8か所程度（予定）
参加者には、WSを踏まえて自ら
発信し、現場レベルからの反
応・意見・提言のフィードバッ
クを期待

「総合知」の戦略的な推進方策

「総合知」の活用、その成果の周知

♦地域中核・特色ある研究大学総合振興パッケージ♦世界と伍する研究大学のあり方♦スタートアップ・エコシステム支援
パッケージ♦知財・無形資産の投資・活用戦略の開示及びガバナンスに関するガイドライン♦創発的研究支援事業 など

社会への「総合知」の発信、人や場を繋ぐ

「場」の構築

人材育成

人材登用
（評価）

相乗効果の期待
される方策等

内閣府プロジェクト（＊1） 総合知キャラバン（＊2） 総合知ポータルサイト（＊3）

ステークホルダーとの対話、「総合知」の認知度向上

科学技術・イノベーションによる社会への貢献

問い

内閣府PJ（ムーンショットや次期SIP)で
「総合知」を活用、その成果を周知（＊1）

評価・人事手法（検討）

ビジョンの形成・共有、課題の設定の初期段階から、多様性を尊重し、よい問いを立てる

・「専門知」をおろそかにしない
・“表層”的な文理融合にしない
・専門領域のさらなる細分化を引き起こさない
・方策は、段階的に進められるように設計する
・基本的考え方も、時代の潮流の変化に対応

その際の留意点

図表１「総合知」の戦略的な推進方策の全体像
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４
つ
に
つ
い
て
、
重
点
的

に
環
境
整
備
を
進
め
る
べ

き
と
し
た
。
ま
た
、
同
時

に
「
専
門
知
を
お
ろ
そ
か

に
し
な
い
」「
表
層
的
な

文
理
融
合
に
し
な
い
」

「
専
門
領
域
の
さ
ら
な
る

細
分
化
を
引
き
起
こ
さ
な

い
」
等
の
留
意
点
も
示
し

て
い
る
。
総
合
知
の
戦
略

的
な
推
進
方
策
に
つ
い
て

は
、
図
表
１
を
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
が
、
例

え
ば
、
先
行
的
な
取
り
組

み（
一
例
を
図
表
２
に
示

す
）を
通
じ
た
「
総
合
知
」

の
活
用
の
進
捗
や
成
果
の

周
知
を
進
め
る
た
め
、
内

閣
府
が
主
導
す
る
予
算
で

あ
る
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
や

Ｓ
Ｉ
Ｐ（
戦
略
的
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ

ム
）に
お
け
る
、
先
行
的

な
「
総
合
知
」
の
活
用
の

取
り
組
み
内
容
や
得
ら
れ

た
効
果
を
周
知
し
、
他
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
展
開

も
図
る
こ
と
な
ど
を
盛
り

込
ん
で
い
る
。

次
に
、「
総
合
知
」
の
戦
略
的
な
推
進
方
策
に
つ

い
て
説
明
し
た
い
。「
中
間
と
り
ま
と
め
」
で
は
、

「
場
」
の
構
築
、
人
材
育
成
、
人
材
の
活
用
・
キ
ャ

リ
ア
パ
ス（
評
価
）、
問
い
の
立
て
方（
課
題
設
定
）の

「
総
合
知
」
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

「
総
合
知
」
の
捉
え
方
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
時

代
や
地
域
に
よ
っ
て
も
異
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
多

く
の
経
験
を
集
積
、
共
有
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

の
中
に
取
り
込
み
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
、
教
育
が

非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
社
会
課
題
は
、
複
雑

な
事
柄
が
絡
み
合
っ
て
い
る
も
の
で
、
決
し
て
一
方

向
か
ら
の
考
え
方
の
み
で
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
物
事
を
深
く
突
き
詰
め
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
留
ま
ら
ず
様
々
な
角
度
、
様
々
な
英
知

を
結
集
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
多
様
な
背
景
を

持
っ
た
人
た
ち
が
、
議
論
し
、
課
題
を
設
定
し
答
え

を
出
す
、
そ
の
よ
う
な
包
摂
的
な
社
会
が
望
ま
れ
る
。

そ
の
た
め
、
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会

議
で
は
、
文
部
科
学
省
中
央
教
育
審
議
会
と
経
済
産

業
省
産
業
構
造
審
議
会
と
連
携
し
、
２
０
２
２
年
３

月
、
教
育
・
人
材
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
報
告
書

を
ま
と
め
、
文
理
脱
却
等
を
含
め
た
施
策
を
打
ち
出

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
、
経
済
界
と
も
ぜ
ひ

協
力
し
、
社
会
全
体
で
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
育

成
に
力
を
注
ぎ
た
い
。
ま
た
、
今
回
の
「
中
間
と
り

ま
と
め
」
で
は
前
述
し
た
推
進
方
策
の
実
行
に
よ
り
、

最
終
的
に
、
社
会
全
体
に
「
総
合
知
」
が
普
及
し
、

一
般
の
方
々
も
「
総
合
知
」
を
ご
く
普
通
に
捉
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
将
来
像
を
描
い
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、「
総
合
知
」
を
絶
え
間
な
く
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

我
々
も
、
そ
の
よ
う
な
方
向
性
で
「
総
合
知
」
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

図表２ 総合知活用事例

（「中間とりまとめ」の総合知活用事例集から編集）

ポストコロナ時代に求められる医療分野のNew normal

「いつでも、どこでも、だれもが、無意識に
健康になれるスマートライフケア社会

ビジョン

ベンチャー創出を通じて社会
実装を展開する基盤を構築

「体内病院」実現を目指す6つのアプローチ スタートアップの設立：8社

施設と組織をゼロから設計し、研究開発の進展を経て、
社会実装とポストCOIの飛躍期へ

ウイルスサイズのスマートナ
ノマシンが、体内の微小環境
を自律巡回し、24時間治療・
診断を行う。

全ての機能が人体内に
集約化される体内病院®

PrimRNA

B-MED

総合知の活用の先行事例 スマートライフケア社会
JST・文部科学省のセンター・オブ・イノベーションプログラム（COI）の川崎拠点（COINS）
人々が、手間やコスト、アクセスを無意識のままに病気から解放され、日常生活の中で自律的に健康を手にするスマー
トライフケア社会の実現を目標に掲げる。その達成の切り札として「体内病院」を実現しうる革新性と自律性を併せ持
ったスマートナノマシンの開発と社会実装を進めている。
COINSでは、オープンイノベーションの推進に不可欠な人材の育成と交流、場作りに取り組んでいる。ダイバーシティ
に富んだ若手・グローバル人材や企業経験を有する研究支援人材を取り込み、実地教育と人材流動化を推進し、アント
レプレナーシップの醸成や拠点発ベンチャーの創出を通じた人材育成を進めている。

がんの再発・転移を大幅に抑える

脳に薬が自由に届くようにする

運動・感覚器官の再生技術を確立する

負担なく正確な予防診断技術を確立する

入院不要、日帰り治療を普及する
新ベンチャーにより医薬・医療の
ビジネルモデルを変革する

COINS
ミッション

サブテーマ１

サブテーマ2

サブテーマ3

サブテーマ4

サブテーマ5

サブテーマ6

体内病院

機能
撃つ
越える
防ぐ
診る
治す
変える
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